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北
京
国
際
ス
ポ
ー
ツ
医
学

学
術
会
議
に
参
加
し
て

田

中

壮

倍

者
十
六
名
を
対
象
に
、
急
性
高
所
暴
露

実
験
で
は
血
中
酸
素
飽

和
度
、

心
電

図
、
心
拍
数
、
血
圧
、
脳
波
な
ど
に

一

定
の
異
常
判
定
基
準
を
設
定
し
、
七
〇

〇
〇
研
以
上
で
も
異
常
所
見
を
示
さ
な

か
っ
た
適
応
良
好
群
三
名
と
不
良
群
十

三
名
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

と
く
に
血
中
酸
素
飽
和
度
は
両
者
間
に

優
位
差
が
あ
り
、
心
拍
数
や
血
圧
に
お

い
て
も
差
を
認
め
ま
し
た
。
ま
た
、
実

際
の
登
山
活
動
、
登
山
中
の
心
電
図
、

登
山
前
後
の
尿
中
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
に
お

い
て
も
両
者
は
よ
く
相
関
し
、
急
性
高

所
暴
露
実
験
結
果
で
高
所
適
性
を
判
定

で
き
る
と
報
告
し
ま
し
た
。
池
上
教
授

か
ら
反
論
も
あ
り
ま
し
た
が
興
味
あ
る

も
の
で
し
た
。
私
は

″低
酸
素
環
境
の

脳
機
能
に
お
よ
ぼ
す
影
響
〃
に
つ
い
て

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨

年
の
日
本
登
山
医
学
研
究
会
で
特
別
講

演
を
し
て
下
さ

っ
た
ヨ
ｇ
ｍ
Ｏ
ｒ
ｍ
Ｎ訂
・
∞

（翁
慶
章
）
先
生
が
私
に
招
待
状
を
出

し
て
下
さ

っ
た
こ
と
を
こ
の
時
は
じ
め

て
知
り
ま
し
た
。
翁
先
生
は
今
学
会
の

準
備
委
員
を
な
さ
っ
て
お
り
期
間
中
い

ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
国
家
体
委
体
育
科
学
研
究
所
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
と
く
に
生
理
研
究

室

（脳
波
）
で
は
多
く
の
資
料
を
み
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
会
参
加
者

（外
国
人
）
の

多
く
は
同
じ
ホ
テ
ル
に
泊
り
生
活
を
と

第

一
回
北
京
国
際
ス
ポ
ー
ツ
医
学
学

術
会
議

（中
国
ス
ポ
ー
ツ
医
学
学
会
主

催
）
が
昨
年
十

一
月
二
日
か
ら
八
日
ま

で
北
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。
主
要
テ
ー

マ
は
、

（１
）
体
カ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（２
）
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
診
断

・
治
療
・

予
防

（３
）
疲
労

（４
）
ス
ポ
ー
ツ
と

年
齢
　
な
ど
で
、
な
ぜ
私
の
と
こ
ろ
に

招
待
状
が
と
ど
い
た
の
か
疑
間
に
思
い

な
が
ら
秋
の
北
京
を
旅
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
友
誼
賓
館
は
郊
外
に

あ
る
北
京
最
大
の
ホ
テ
ル
で
広
い
敷
地

に
九
つ
の
中
国
式
建
物
が
あ
り
、
北
京

で
は
め
ず
ら
し
く
木
立
ち
に
恵
ま
れ
た

静
か
な
会
場
で
し
た
。
第

一
日
日
は
ホ

テ
ル
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
会
式
が
行

な
わ
れ
北
京
医
科
大

学

ρ
】
〓
Ｆ
・モ

教
授
の
挨
拶
に
つ
づ
い
て
各
国
専
門
家

に
よ
る
特
別
講
演
が
終
日
続
き
、
日
本

か
ら
も
筑
波
大
学
の
池
上
晴
夫
教
授
、

順
天
堂
大
学
の
黒
田
善
雄
教
授
が
演
壇

に
立
ち
ま
し
た
。
二
日
目
か
ら
は
同
じ

敷
地
内
に
あ
る
中
国
科
学
研
究
所
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ホ
ー
ル
で
六
会
場
に
分
か

れ
て
一
般
講
演
が
あ
り
、
と
く
に
中
国

の
人
た
ち
の
意
欲
的
な
発
言
が
目
立
ち

ま
し
た
。
演
題
総
数
二
六
二
題
、
う
ち

外
国
か
ら
六
九
題
で
日
本
か
ら
も
二
六

題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
登
山
に
関
す

る
も
の
は
数
題
で
し
た
が
、
航
空
医
学

研
究
所

。
中
国
山
岳
協
会
の

ｒ
”
∽
Ｆ
‐

”
〓
∞
先
生
が

″低
圧
室
に
お
け

る
低

酸
素
適
応
性
の
評
価
と
登
山
に
お
け
る

実
証
〃
を
発
表
な
さ
い
ま
し
た
。
被
験

＼、

城塞部落カクベニ

２３４
六
六
五
九

も
に
し
ま
し
た
が
、
人
民
大
会
堂
で
の

歓
迎
会
、
万
里
の
長
城
や
明
の
一
三
陵

へ
の
小
旅
行
、
中
国
の
歌
と
お
ど
り
の

ナ
イ
ト
シ
ョ
ー
見
物
な
ど
を
通
じ
て
多

く
の
人
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
学
会
を
よ
り
有
意
義
な
も
の

に
し
ま
し
た
。
毎
日
の
食
卓
で
は
、
東

ド
イ
ツ
●
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
関
係
者
の
ド

ー
ピ
ン
グ
の
話
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
に
参
加
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
女
医
さ

ん
の
想
い
出
話
し
、
御
手
洗
教
授
の
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
や
日
本
宇
宙
飛
行
実

験

の
話

し
、
自
分
の
名
前
が
つ
い
て
い
る
肥
満

予
防
の
漢
方
薬
の
話
し
、
な
ど
楽
し
い

も
の
で
し
た
。

最
後
の
晩
は
鴨
料
理
を
囲
み
皆
で
肩

を
組
み
歌
を
歌

っ
て
別
れ
を
お
し
み
ま

し
た
。
十
八
ケ
国
、
約
四
〇
〇
人
の
ス

ポ
ー
ツ
医
学
関
係
者
が
北
京
に
集
ま
っ

て
話
し
合

っ
た
こ
と
自
体
、
意
義
あ
る

こ
と
に
思
え
ま
し
た
し
、
登
山
医
学
の

分
野
で
も
ス
ポ
ー
ツ
登
山
が
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
他
の
ス
ポ

ー
ツ
医
学
関
係
者
と
接
す
る
機
会
を
多

く
す
る
必
要
性
を
痛
感
い
た

し
ま

し

た
。帰

る
日
の
半
日
は
天
安
門
広
場
に
面

し
た
歴
史
博
物
館
で
過
ご
し
ま
し
た
。

中
国
の
長
い
歴
史
と
偉
大
な
文
化
に
新

ら
た
な
感
銘
を
う
け
る
と
と
も
に
、
革

命
博
物
館
で
は
日
中
戦
争
の
記
録
を
目

の
前
に
し
胸
が
つ
ま
る
思
い
で
し
た
。

北
京
で
の
一
週
間
は
あ
っ
と
い
う
ま
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

(1)
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ウ

ェ
ス
ト
ン
の
旅
行
免
状

海
外
の
幽

二
つ
か
三
つ
の
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ト
に
攀
じ
る
こ
と
も
充
分
可

能
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
メ
ス
ナ
ー
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
彼
自
身

あ
ち
こ
ち
で
主
張
し
て
い
る
通
り
、
た
だ
単
に
て
っ
ぺ
ん

に
登
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
酸
素
を
使
わ
ず
、
単
独
、

あ
る
い
は
ご
く
少
数
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
で
困
難

な
ル
ー
ト
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
各
国
の
第

一
線
の
登

山
家
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
志
し
て
い
る
登
攀
を
あ
ら
ゆ
る
高

峰
を
舞
台
に
、
こ
の
四
十
二
歳
に
な
っ
た
不
世
出
の
ク
ラ

イ
マ
ー
は
実
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

メ
ス
ナ
ー
が
あ
ま
り
に
色
々
の
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
次
に
何
を
す
れ
ば
い
い
か
戸
惑

っ
て
い
る
、
と

い
う
の
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
現
状
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
彼
を

「
八
千
厨
峰
の
ピ
ー
ク

・
ハ
ン
タ
ー
」
と
決
め

つ
け
、
記
録
主
義
者
の
レ
ツ
テ
ル
を
貼
ろ
う
と
す
る
人
々

も
、
実
は
そ
う
い
う
言
い
方
で
も
し
な
い
と
新
し
い
何
か

を
や
る
気
概
が
湧
い
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

過
去
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
限
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
激
し
い
登
攀

を
や
り
、
多
く
の
成
功
と
失
敗
を
繰
り
返
し
、
し
か
も
常

に
着
実
に
生
還
し
た
登
山
家
は
、
他
に
あ
ま
り
い
な
い
。

十
四
座
登
頂
の
報
は
ま
だ
入
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
登

り
方
か
ら
い
っ
て
、　
ロ
ー
ツ
ェ
の
て
っ
ぺ
ん
に
立
ち
、
無

事
帰

っ
て
く
る
の
は
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
矢
張

り
凄
じ
い
ま
で
の
勝
利
だ
と
思
う
。

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
興
味
を
な
く
し
た
」
と
い
う

メ
ス
ナ
ー

が
、
次
に
何
を
や
る
の
か
、
少
々
早
す
ぎ
る
が
、
興
味
が

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ほ
ど
に
活
躍
で
き
る
場
は

見
出
せ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「人
生
に
は
第
二

の

ア
ン
ナ
ブ
ル
ナ
が
あ
る
」
と
い
っ
た
、　
エ
ル
ゾ
ー
ク
流
の

美
学
も
メ
ス
ナ
ー
に
は
な
ん
と
な
く
似
合
わ
な
い
。
し
か

し
、　
一
方
で
も
う
何
も
し
な
く
て
い
い
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
飽

き
た
の
な
ら
、
さ
っ
さ
と

「
十
四
座
目
」
を
登
っ
て
の
ん

び
り
し
て
は
ど
う
か
、
と
言
い
た
い
気
も
す
る
。

（江
本
嘉
伸
）

ウ
エ
ス
ト
ン
の
旅
行
免
状

が

あ

っ

た
！
　
松
本
市
の
登
山
史
研
究
家
三
井

嘉
雄
氏
か
ら
コ
ピ
ー
を
頂
き
、
現
物
を

見
た
い
と
三
井
氏
を
お
誘
い
し
て
天
竜

川
畔
の
伊
那
時
又
を
訪
ね
た
。

旅
行
免
状
の

『
写
し
』
を
保
存
さ
れ

て
い
た
の
は
、
飯
田
市
時
又
の
伊
原
聰

氏
で
あ

る
。
『外
国
人
姓
名
留
』
と
記

さ
れ
た
和
綴
じ
の
一
冊
に
は
、
時
又
の

伊
原
運
漕
店

に
よ

る
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
八
月
か
ら
明
治
二
十
八

年

（
一
八
九
五
）
十
月
ま
で
の
天
竜
川

下
り
の
外
国
人
の
旅
行
免
状
が
毛
筆
で

写
さ
れ
て
い
る
。
記
載
さ
れ
た
外
国
人

の
総
数
は
女
性
も
含
め
て

一
三
二
人
、

ほ
か
に
付
添
人
な
ど
と
し
て
日
本
人
の

名
前
も
見
え
る
。

伊
原
運
漕
店
は

『
丸
文
』

の
屋
号

で
、
江
戸
時
代
か
ら
天
竜
川
の
運
漕
業

を
行
な
っ
て
い
た
。
聰
氏
の
祖
父
が
当

時
の
主
人
の
弟
で
、
旅
行
免
状
の
写
し

の
大
半
は
祖
父
の
筆
跡
だ
と
い
う
。

『外
国
人
姓
名
留
』
の
中
に
ウ

エ
ス

ト
ン
の
旅
行
免
状
が
二
通
あ
る
。
明
治

二
十
四
年

（
一
八
九

一
）
の
日
本
ア
ル

プ
ス
初
訪
と
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八

九
二
）
五
月
の
旅
の
も
の
で
あ
る
。

第
二
三

一
二
号
　
外
国
人
旅
行
免
状

国
籍
　
　
　
英
吉
利

姓
名
　
　
　
レ
ウ
エ
レ
ン
ド
、
タ
ブ
リ

」=∠ム

ユ
、
ウ
ヱ
ス
ト
ン
氏

寄
留
地
名
　
‥
…
…
…
・

旅
行
趣
意
　
健
康
保
養

旅
行
先
　
　
神
戸
ヨ
リ
汽
車

ニ
テ
三
河

及
路
筋
　
二
到
り
夫
ヨ
リ
順
路
美
濃

飛
騨
越
中
越
後
信
濃
上
野

下
野
常
陸
下
総
武
蔵
上
総

安
房
相
模
伊
豆
駿
河
甲
斐

遠
江
経
歴
汽
車

ニ
テ
神
戸

二
帰
ル

旅
行
期
限
　
二
十
四
年
七
月
十
八
日
ヨ

リ
三
ヶ
月

右

ハ
英
国
公
使
ノ
保
証
フ

以
前
書
掲
載
ノ
場
所

へ
旅

行
致
し
度
旨
申
立
差
許
候

条
道
筋
無
故
障
相
通
可
申

事

明
治
二
十
四
年
七
月
十
八
日

外
務
省
　
印

第
二
六
九
号

国
籍

姓
名

外
国
人
旅
行
免
状

英
吉
利

レ
ヴ
エ
レ
ン
ド
、
タ
ブ
リ

ュ
ウ
エ
ス
ト
ン
氏

神
戸

病
気
養
生

神
戸
ョ
リ
淡
路

へ
夫
よ
り

汽
車

ニ
テ
姫
路
奈
良
京
都

府
名
古
屋
ヲ
経
テ
横
浜
ニ

到
り
夫
ヨ
リ
順
路
武
蔵
安

寄
留
地
名

旅
行
趣
意

旅
社
先

及
路
筋

十
四
座
目

ロ
ー
ツ
ェ

（八
五

一
一
房
）
か
ら
、
も
う
間
も
な
く
そ

の
一
報
が
入
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
多
く
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ

ス
ト
が
注
目
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

ラ
イ
ン
ホ
ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
の

「
八
千
口川峰
全
山
無
酸

素
登
頂
」
を
伝
え
る

一
報
に
で
あ
る
。

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
興
味
を
な
く
し
つ
つ

あ
る
ん
だ
」
と
、
昨
秋
精
鋭
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
た
ち
と
の
座

談
会
で
表
明
、
波
紋
を
な
げ

か
け

た

（八
月
号
会
報
参

照
）
イ
タ
リ
ア
の

『超
人
』
は
、
や
は
り
十
四
座
の
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
全
て
に
登
る
と
い
う
夢
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
九
月
二
十
六
日
、
二
人
の
イ
タ
リ
ア
人
と
共
に

十
三
座
日
の
八
千
層
峰
、
マ
カ
ル
ー

（八
四
六
三
研
）
に

登
頂
、
そ
の
あ
と
最
後
に
残
さ
れ
た
ロ
ー
ツ
ェ
に
向
か
っ

た
の
で
あ
る
。　
一
昔
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

「
八
千

漱川峰
ピ
ー
ク
総
な
め
」
は
、
い
よ
い
よ
秒
読
み
に
入
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

エ
ベ
レ
ス
ト
が
登
ら
れ
て
か
ら
十

一
年
後
の
一
九
六
四

年
、
最
後
の
八
千
房
峰
、　
シ
シ
ャ
パ
ン
マ

（八
〇

一
二

房
）
が
中
国
隊
に
よ
っ
て
登
ら
れ
た
あ
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
は

次
の
段
階
に
入
っ
た
。
メ
ス
ナ
ー
は
そ
の
時
代
を
受
け
て
、

「個
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
あ
る
い
は

「自
分
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
登

山
を
、
強
い
主
張
と
と
も
に
や
っ
て
の
け
た
の
で
あ
る
。

最
初
の
八
千
口川峰
は
、　
一
九
七
〇
年
六
月
二
十
七
日
、

弟
の
ギ

ユ
ン
タ
ー
と
登
っ
た
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト

（八

一
二
五
研
）
で
あ
る
。
当
時
、
メ
ス
ナ
ー
は
二
十
六
歳
だ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
以
後
十
六
年
間
に
全
て
の
八
千

研
峰
を
登
る
こ
と
は
、
結
果
論
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
無
茶

な
企
て
で
は
な
か
っ
た
。
現
在
の
登
山
の
趨
勢
は
、
年
に

身
分

川

村

(2)
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房
上
総
下
総
常
陸
上
野
信

濃
摸
伊
豆
駿
河
遠
江
経
歴

前
路
神
戸
二
帰
ル

旅
行
期
限
　
十
六
年
二
月
ョ
リ
六
ヶ
月

間右

ハ
英
国
代
理
公
使
ノ
保

証
ヲ
以
テ
前
書
掲
載
ノ
場

所

へ
旅
行
致
し
度
旨
申
立

差
許
候
条
道
筋
無
故
障
通

行
セ
シ
ム
ベ
き
事

明
治
十
六
年
二
月
九
日

外
務
省
　
印

明
治
二
十
四
年

（
一
八
九

一
）
の
旅

行
免
状
か
ら
は
明
確
な
登
山
の
意
志
が

読
み
取
れ
る
が
、
明
治
二
十
六
年

（
一

八
九
二
）
の
そ
れ
は
奈
良
、
京
都
、
箱

根
辺
り
へ
の
観
光
旅
行
の
た
め
と
の
感

が
深
い
。
こ
の
年
、
ウ
エ
ス
ト
ン
は
二

人
の
友
人
と
恵
那
山
に
登
り
、
神
坂
峠

を
越
え
て
天
竜
川
下
り
を
楽
し
ん
だ
あ

と
富
士
登
山
で
五
月
の
山
行
を
締
め
く

く

っ
て
い
る
。
だ
が
、
恵
那
山
の
あ
る

美
濃
は
免
状
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
富
士
登
山
後
の
御
殿
場
で
旅
行
免

状
の
期
限
切
れ
を
警
官
に
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
免
状
に
記
さ
れ
た
六
ヶ
月
と
い

う
期
間
に
も
疑
間
が
残
る
。
明
治
二
十

六
年
の
春
は
、
予
定
外
の
急
な
旅
に
古

い
旅
行
免
状
を
使

っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

当
時
、
神
戸
や
横
浜
な
ど
の
居
留
地

に
住
ん
で
い
た

一
般
の
外
国
人
は
、
そ

の
周
囲
十
里
の

「遊
歩
区
域
」
外

へ
旅

行
す
る
の
に
こ
う
し
た
旅
行
免
状
を
必

要
と
し
た
。
内
地
旅
行
の
自
由
を
認
め

ら
れ
て
い
た
の
は
公
使
、
領
事
ら
外
交

官
だ
け
だ
っ
た
。
旅
行
制
限
は
、
外
国

人
の
自
由
な
商
業
活
動
に
よ
っ
て
経
済

体
制
が
混
乱
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め

で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
を
防
止

す
る
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
。

外
交
官
や
い
わ
ゆ

る

「
お
雇

い
外

人
」
を
除
い
て
、
旅
行
目
的
も
健
康
保

持
以
外
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
頃

は
も
う
単
な
る
名
目
に
過
ぎ
な
く
な
っ

て
い
た
様
子
も
窺
え
る
が
、
ウ
ェ
ス
ト

ン
の
旅
行
趣
意
が

『健
康
保
養
、
病
気

養
生
』
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。

こ
の
旅
行
免
状
の
制
度
は
、
日
本
が

諸
外
国
と
の
不
平
等
な
関
税
率
の
改
訂

に
成
功
し
、
裁
判
権
を
取
り
戻
し
た
明

治
三
十
二
年

（
一
八
九
九
）
の
改
正
条

約
施
行
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
思
想

松
丸
　
秀
夫

ス
ポ
ー
ツ
用
の
下
着
が
進
歩
し
て
新

し
い
も
の
が
出
現
し
た
。

登
山
用
に
も
、
ひ
と
頃
の
よ
う
に
純

毛
を
下
に
着
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た

と
い
う
人
が
多
い
。

然
し
、
登
山
用
衣
服
に
は
シ
ビ
ヤ
な

要
求
の
必
要
を
説
く
声
は
強
い
。
人
の

命
に
か
か
わ
る
こ
と
だ
と
し
て
、
氷
雨

に
叩
か
れ
て
、
強
風
に
当

た

る
場
合

や
、
強
く
こ
す
ら
れ
る
条
件
な
ど
が
い

わ
れ
る
。

だ
か
ら
。
こ
れ
ら
の
評
価
に
は
基
礎

と
実
際
の
両
面
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
規

……“………“…………………………‥…… …̈…………‥………“………海外の山

天
国

・
そ
こ
は
四
姑

娘

山

塚

本

幸

子

老
牛
園
子
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
、
も
う
三
時
間
あ
ま
り
に

も
な
る
と
い
う
の
に
、
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
の
カ
ー
ペ
ツ
ト

は
、
え
ん
え
ん
と
続
き
、
日
隆
に
は
ま
だ
遠
い
。
ふ
り
返

る
と
四
姑
娘
山
連
峯
は
、
顔
を
雲
で
か
く
し
別
れ
を
告
げ

て
い
た
。
ふ
と
わ
た
し
は
、
今
ま
で
天
国
に
い
た
の
で
は

な
い
か
―

と
思

っ
た
。

万
年
雪
に
お
お
わ
れ
た
み
ご
と
な
形
の
四
姑
娘
山

（六

二
五
〇
房
）
の
登
山
基
地
、
日
隆
に
入
っ
た
の
は
八
月
六

日
で
あ
つ
た
。
五
時
半
す
ぎ
と
は
い
え
、
日
は
天
に
高
く

菜
の
花
の
黄
色
が
ま
ぶ
し
い
。
招
待
所
前
に
は
、
折
り
重

な
る
よ
う
に
し
て
大
人
も
子
供
も
わ
れ
わ
れ
を
眺
め
て
い

る
。
日
の
暮
れ
る
こ
ろ
、
隣
の
小
学
校
の
庭
で
子
供
達
と

ゴ
ム
と
び
や
バ
ン
ダ
の
折
り
紙
を
す
る
。
年
の
わ
り
に
体

の
小
さ
な
チ
ベ
ツ
ト
の
子
供
達
だ
が
、
敏
捷
で
手
先
が
器

用
だ
っ
た
。

次
の
日
、
四
姑
娘
山
の
西
の
谷
、
長
坪
淘
を
ラ
マ
教
寺

院
跡
ま
で
登
っ
た
。
菜
の
花
畑
の
続
く
挑
源
境
の
散
歩
で

あ
る
。
道
の
傍
ら
に
は
百
花
乱
れ
咲
き
、

′任
牛
が
の
ん
び

り
と
そ
の
花
を
食
べ
て
い
る
。　
一
時
間
余
り
歩
い
た
頃
、

日
の
前
に
四
姑
娘
山
が
青
い
空
に
顔
を
見
せ
た
。
最
初
の

お
目
見
え
で
あ
る
。
菜
の
花
の
黄
金
色
に
山

の
白

い
頂

き
、
深
い
青
の
空
。
「あ
あ
、
こ
の
旅
の
終
着

駅

は
、
こ

こ
で
も
よ
い
」
と
思
う
。
ラ
マ
寺
院
の
廃
墟
か
ら
の
四
姑

娘
山
も
美
し
く
、
廃
墟
の
ゴ
ン
パ
の
中
で
は
、
子
山
羊
が

一
匹
な
い
て
い
た
。
ス
ケ
ツ
チ
す
る
友
の
傍
に
す
わ
り
こ

ん
で
ご
き
げ
ん
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
外
か
ら
母
山
羊
の

よ
ぶ
声
が
し
た
。
こ
の
寺
院

へ
の
道
の
途
中
で
羊
を
放
す

子
供
達
に
あ
っ
た
。
中
に
少
女
が
ひ

と
り
い
て
小
高
い
草
の
上
に
腰
を
お

ろ
し
い
ざ
り
ば
た
で
細
い
帯
を
織

っ

て
い
る
。
数
本
の
本
片
を

へ
い
に
し

て
自
然
の
自
を
主
体
に
黒
と
赤
を
入
れ
て
、
か
な
り
複
雑

な
模
様
が
で
き
て
い
く
。
腕
白
ざ
か
り
の
少
年
が
羊
の
毛

を
手
で
廻
し
な
が
ら
紡
い
で
い
る
。
ま
る
で
天
の
川
の
織

女
星
を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。

任
牛
や
馬
に
重
い
荷
物
を
あ
ず
け
て
Ｂ
Ｃ
で
あ
る
老
牛

園
子

へ
と
尾
根
道
を
た
ど

っ
た
の
は
八
日
、
花
の
上
に
テ

ン
ト
を
張
る
な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
な
の
に
、
わ
れ

わ
れ
の
寝
床
は
、
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
と
フ
ウ
ロ
草
の
じ
ゅ

う
た
ん
の
上
と
な
る
。
こ
こ
の
朝
は
七
時
ご
ろ
よ
う
や
く

明
け
る
。
テ
ン
ト
や
花
の
夜
露
が
、
ば
し
ば
し
に
凍

っ
て

い
る
。
陽
が
の
ぼ

っ
て
そ
の
氷
が
と
け
は
じ
め
る
と
き
ら

き
ら
と
光
る
。
大
海
子
か
ら
流
れ
下
る
豊
か
な
清
流
は
冷

た
い
。

九
日
は
、
朝
食
後
昼
す
ぎ
に
か
け
て
、
花
の
道
を
四
千

房
あ
た
り
ま
で
高
度
順
応
の
た
め
登

っ
た
。　
そ
し

て
十

日
、
テ
ン
ト
の
数
を

へ
ら
し
て
四
千
三
百
肝
、大
姑

娘

山

直
下
の
地

へ
と
キ
ャ
ン
プ
を
す
す
め
る
。
こ
こ
は
草
つ
き

の
上
端
で
あ
る
が
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
各
種
の
リ
ン
ド
ウ

が
ト
リ
カ
ブ
ト
や
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
と
と
も
に
咲
い
て
い

た
。
岩
か
げ
に
は
、
夢
に
み
た
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
が
、
あ
ち

こ
ち
に
姿
を
見
せ
、
大
き
く
ひ
ら
い
た
や
わ
ら
か
い
青
の

花
べ
ん
が
、
谷
を
あ
が
る
冷
た
い
風
に
ふ
る
え
て
い
た
。

十

一
日
早
朝
、
ね
む
れ
な
い
ま
ま
テ
ン
ト
の
外
に
出
る

と
空
い
っ
ぱ
い
の
星
だ
。
北
の
空
に
流
星
を
見
る
。
四
時

半
起
床
。
お
か
ゆ

一
ぱ
い
に
紅
茶
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト

一
ま
い

で
六
時
出
発
。
か
い
中
電
灯
の
あ
か
り
の
中
、
足
も
と
の

石
の
横
に
ベ
ン
ケ
イ
草
を
見
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ま
で

花
が
―

。

粘
板
岩
の
う
き
石
を
ふ
み
、
落
石
の
音
に
肝
を
冷
や
し

な
が
ら
四
六
五
〇
房
の
コ
ル
の
上
に
出
た
こ
ろ
は
、
も
う

す

っ
か
り
明
る
く
な
っ
て
い
た
。
は
る
か
南
の
空
に
ミ
ニ

ヤ
コ
ン
ガ
の
姿
が
自
く
う
か
ん
で
い
る
。
コ
ル
か
ら
は
、

」
Ｄ

■
呵
「　
　
　
　
　
　
〆

む
燿
ｔ
こ
糸

■
●
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格
と
試
験
が
必
要
で
あ
る
。

吸
水
と
誘
湿
に
関
す
る
だ
け
で
も
、

少
く
と
も
熱
力
学
的
評
価
、
屈
曲
試

験
、
摩
擦
試
験
な
ど
は
必
要
だ
ろ
う
。

今
ま
で
は
熱
力
学
的
な
検
討
が
抜
け

て
い
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
に
渡

っ

た
製
品
が
間
違
い
な
く
規
格
に
合

っ
て

い
る
、
或
い
は
使
用
の
目
的
に
適
し
て

い
る
証
拠
が
必
要
だ
、
と
す
る
考
え
が

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
拡
が

っ
て
き
た
。

こ
れ
を
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
。

＝
報
告
＝

専
門
的
知
識
技
術
が
甚
し
く
洗
練
の

方
向
に
進
ん
だ
状
態
と
い
え
よ
う
。

だ
が
極
端
な
洗
練
に
は
反
対
も
あ
る

も
の
で
、
他
の
分
野
の
こ
と
だ
が
、
昨

年
発
展
途
上
国
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
で
医

薬
品
の
洗
練
化
に
釘
が
さ
さ
れ
た
。

世
界
中
に
薬
が
ゆ
き
亘
る
こ
と
の
方

が
大
切
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

洗
練
は
進
歩
の
方
向
で
は
あ
る
が
、

基
礎
的
な
精
神
活
動
と
合
わ
な
い
場
合

も
あ
る
。
登
山
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ

う
。
　
　
　
　
（科
学
研
究
委
員
会
）

ヒ
ラ
リ
ー
卿
¨
（サ
ー

・

ェ
ド
モ
ン
ド
）
は
、
北
海

青
埴
札
幌
で
開
か
れ
た
「世

羽

界
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
フ

・広

エ
ス
テ
イ
バ
ル
」
に
参
加

膨

さ
れ
る
た
め
、
秘
書
の
ジ

／

ュ
ー
ン
・
マ
ン
グ
ル
ー
女

で

史
を
伴
い
、
ひ
さ
方
振
り

然
で
来
日
さ
れ
た
。
前
回
の

の
来
日
の
際
、
現
在
の本
会

鍛
ル
ー
ム
に
お
招
き
し
て
以

助
来
、
八
年
目
の
こ
と
で
あ

籠
る
。
今
回
の
「歓
談
の
サ

一‥

べ
」
は
、
八
月
九
日
（土
）、

列

六
時
半
よ
り
日
比
谷
公
園

障

内
の
松
本
楼
で
開
か
れ
た

が
、
真
夏
の
最
中
で
、
し

か
も
週
末
で
あ
る
に
も
拘

ら
ず
、
三
十
名
の
会
員
が

も
う
土
は
見
え
な
い
、
岩
を
ふ
ん
で
の
直
登
だ
。
少
し
ピ

ツ
チ
を
あ
げ
れ
ば
息
が
苦
し
い
。
黙
々
と
足
を
運
ぶ
時
、

八
千
隊冽級
の
山
に
ア
タ

ツ
ク
す
る
山
男
の
荒
い
息
づ
か
い

を
思
い
う
か
べ
て
い
た
。
あ
れ
は
Ｋ
２
の
映
画
で
あ
っ
た

か
―
―
。
九
時
す
ぎ
、
こ
の
私
も
大
姑
娘
山
頂

（五
〇
二

五
研
）
に
立

っ
て
い
た
。
目
の
前
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
仲

間
二
十
五
人
と
貫
田
　
＾
、
福
嶋
両
リ
ー
ダ
ー
の
笑
顔
、
そ
し

て
朝
の
陽
に
自
く
輝
く
四
姑
娘
山
が
あ
っ
た
。

ヒ
ラ
リ
ー
卿
を
開
む
歓
談
の
タ
ベ

海

外

委

員

会

出
席
さ
れ
、
中
で
も
西
堀
元
会
長
、
吉

沢
名
誉
会
員
、
田
口
名
誉
会
員
等
、
旧

知
の
方
々
は
ヒ
ラ
リ
ー
卿
と
久
闊
を
叙

さ
れ
た
。

「
マ
イ
ク
な
ん
か
い
ら
な
い
わ
よ
」

と
相
変
ら
ず
お
若
い
、
卿
と
は
長
年
の

知
己
で
あ
る
中
村
テ
ル
名
誉
会
員
が
、

よ
く
通
る
張
り
の
あ
る
声
で
、
日
英
両

語
の
通
訳
を
さ
れ
な
が
ら
、
巧
み
な
司

会
で
会
を
運
ば
れ
た
。
冒
頭
、
会
長
代

理
と
し
て
、
山
田
副
会
長
が
歓
迎
の
辞

を
英
語
で
述
べ
ら
れ
、
本
会
の
マ
ナ
ス

ル
登
頂
三
十
周
年
に
ち
な
み
、
当
時
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
黎
明
期
に
お
け
る
人
類
最
大

の
夢
で
あ
っ
た
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
の
報

に
、
如
何
に
驚
き
と
賛
嘆
を
も

っ
て
接

し
た
か
を
語
ら
れ
た
。
続
い
て
シ
ャ
ン

パ
ン
が
勢
い
よ
く
あ
け
ら
れ
、
西
堀
元

会
長
が
同
じ
く
英
語
で
乾
杯
の
辞
を
述

べ
ら
れ
た
。
乾
杯
の
後
、
今
度
は
ヒ
ラ

リ
ー
卿
が
挨
拶
さ
れ
、　
一
九
七
〇
年
の

初
来
日
の
際
、
終
始
お
世
話
さ
れ
た
吉

沢
名
誉
会
員
と
の
思
い
出
を
通
し
て
、

日
本
の
印
象
を
語
ら
れ
た
。
こ
の
後
、

各
自
歓
談
に
移

っ
た
が
、
当
夜
は
ニ
ュ

ー
ジ
ラ
ン
ド
大
使
館
よ
り
Ｄｒ
ｏ
ブ
ラ
ッ

ク
ス
ト
ッ
ク
参
事
官
、
イ
ン
ド
大
使
館

よ
リ
ゴ
ン
グ
リ
ー
一
等
書
記
官
、
ソ
連

大
使
館
よ
リ
コ
マ
ロ
フ
ス
キ
ー
参
事
官

が
参
加
さ
れ
た
。

Ｄｒ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト

ッ
ク
参
事
官
、
コ
マ
ロ
フ
ス
キ
ー
参
事

官
の
ご
両
名
は
、
誠
に
達
者
な
日
本
語

で
、

ま

た
ゴ
ン
グ
リ
ー

一
等
書
記
官

は
、
日
も
あ
で
や
か
な
美
し
い
サ
リ
ー

姿
で
、
パ
ー
テ
イ
に
花
を
そ
え
ら
れ
た
。

会
の
途
中
、
卿
と
は
最
も
親
し
い
吉
沢

名
誉
会
員
が
マ
イ
ク
の
前
に
立
た
れ
、

一
九
七
〇
年
、
卿
を
ご
案
内
し
て
廻
っ

た
富
山
や
高
山
で
、
山
車
や
朝
市
な
ど

を
見
学
し
た
こ
と
等
々
の
憶
い
出
話
を

英
語
で
述
べ
ら
れ
た
。

本
夕
の
別
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
清
野

画
伯
が
お
見
え
に
な
り
、
お
酒
や
食
事

を
さ
れ
る
暇
も
な
く
。
終
始
。
机
の
前

に
坐
ら
れ
、
次
々
に
廻
っ
て
く
る
し
き

紙
に
筆
を
走
ら
せ
、
素
晴
し
い
絵
を
次

か
ら
次
え
と
お
描
き
に
な
っ
た
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
絵
入
り
の
し
き
紙
に
サ
ー

中
央
ア
ル
プ
ス
の
千
畳
敷
カ
ー
ル
や

大
関
カ
ー
ル
は
、
わ
が
国
に
見
ら
れ
る

ウ
ル
ム
期
氷
河
の
残
し
た
典
型
的
な
氷

河
地
形
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
調
査
研

究
に
永
年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
大
正
大

学
有
井
琢
磨
教
授
に
講
師
を
お
願
い
し

て
、
七
月
十
二
日

（土
）、
十
三
日
（日
）

・
エ
ド
モ
ン
ド
が
サ
イ
ン
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
松
本
楼
か
ら
も
、
た
っ
て
の
願

い
で
、
画
伯
に
絵
を
描
い
て
戴
き
、
卿

に
サ
イ
ン
を
し
て
戴
い
た
。

最
後
に
、
山
田
副
会
長
よ
り
、
会
と

山
と
渓
谷
社
か
ら
の
贈
り
物
の
贈
呈
が

あ
り
、
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
閉
会

と
な
っ
た
。
あ
づ
か
っ
て
卿
の
お
人
柄

に
よ
る
も
の
だ
が
、
終
始
、
和
気
謁
々

の
う
ち
に
楽
し
い
歓
談
の
一
夜
を
過
す

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
本
当
に
素
晴
し

い
こ
と
で
あ

つ
た
。
こ
の
会
を
開
く
に

あ
た
り
、
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
ま
さ

に
縁
の
下
の
力
に
な
っ
て
戴

い
た
松

田
、
山
口
両
常
任
評
議
員
、
神
崎
、
藤

井
総
務
委
員
、
伊
丹
、
早
川
海
外
委
員

に
こ
の
稿
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
。
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
郭
之
）

科
学
研
究
委
員
会

の
二
日
間
、
千
畳
敷

ロ
ッ
ジ
を
足
場
に

探
索
山
行
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
二

十
六
名
が
集

っ
た
。

生
憎
の
梅
雨
で
、
終
始
ガ
ス
と
雨
と

風
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
上
松
か
ら
登

っ

て
来
る
会
員
や
、
数
時
間
前
現
地
に
着

い
て
遊
歩
道
の
傍
に
モ
レ
ー
ン
を
確
か

氷

河

地

形

探

索

山

行
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め
よ
う
と
す
る
会
員
な
ど
様
々
で
あ
っ

た
。定

刻
十
六
時
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

て
の
講
演
が
始
ま
り
、
そ
の
気
に
な
っ

て
観
察
す
れ
ば
モ
レ
ー
ン
の
丘
を
識
別

し
た
り
、
削
痕
の
あ
る
石
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
の
説
明
に
、　
一
同
、

明
日
は
こ
の
日
で
氷
河
地
形
を
確
か
め

よ
う
と
の
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら

ま

せ

た
。
ま
た
食
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
大
き
な

パ
ノ
ラ
マ
写
真
に
よ
っ
て
、
千
畳
敷
カ

ー
ル
や
極
楽
平
カ
ー
ル
の
臨
場
感
溢
れ

る
説
明
も
な
さ
れ
た
。

夕
食
後
は
、
偶
々
昨
年
当
地
を
訪
れ

た
大
井
会
員
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

て
雲
の
説
明
と
、
石
井
会

員

（気
象

庁
）
持
参
の
高
層
天
気
図
に
よ
る
予
報

の
解
説
と
が
行
な
わ
れ
た
が
、
夜
が
更

け
る
に
つ
れ
予
報
通
り
、
雷
を
伴
う
集

中
豪
雨
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

十
三
日
は
六
時
起
床
、
六
時
半
朝

食
、
し
か
し
相
変
ら
ず
雨
は
強
く
、
風

も
加
わ
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
は

一
時
ス
ト
ッ

プ
に
な
っ
た
。
や
が
て
ケ
ー
ブ
ル
の
山

麓
駅
で
あ
る
し
ら
び
平
か
ら
の
バ
ス
道

路
に
落
石
が
出
、
僅
か
に
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
と
ジ
ー
プ
が
通
れ
る
だ
け
だ
か
ら
、

登
山
者
は
全
員
下
山
し
て
欲
し
い
、
と

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
な
さ
れ
、
強
風
雨
の

中
、
宝
剣
小
屋
や
駒
頂
上
小
屋
か
ら
の

登
山
者
も
続
々
と
ロ
ツ
ジ
に
集

っ
て
来

た
。ケ

ー
ブ
ル
の
運
行
再
開
と
と
も
に
、

私
ど
も
も
下
山
さ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の

間
、
雨
中
短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
現

地
に
つ
い
て

モ
レ
ー
ン
の
解
説

を
聞

き
、
ま
た
瞬
間
的
と
は
い
え
、
ガ
ス
が

晴
れ
て
宝
剣
や
千
畳
敷
カ
ー
ル
の
全
容

を
観
察
で
き
た
の
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。

講
師
の
話
に
よ
る
と
、
し
ら
び
平
に

は
左
右
両
側
か
ら
削
ら
れ
、
水
平
に
置

い
た
三
角
柱
の
両
斜
面
が
四
五
度
近
く

の
斜
度
を
も
つ
モ
レ
ー
ン
の
丘
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
ケ
ー
ブ
ル
を

下
車
し
て
雨
中
そ
の
見
学

に
出

か
け

た
。
ち
ょ
う
ど
岩
が
雨
に
濡
れ
、
削
痕

の
検
出
に
も
絶
好
の
条
件

で
あ

っ
た

が
、
し
ら
び
平
に
三
方
か
ら
流
れ
落
ち

る
小
沢
が
す
べ
て
増
水
し
、
連
続
、
瀧

と
な
っ
て
水
し
ぶ
き
を
上
げ
つ
つ
豪
々

と
流
れ
落
ち
る
様
は
、
幾
条
も
の
自
布

が
は
た
め
い
て
い
る
よ
う
で
、
中
々
の

壮
観
で
あ
っ
た
。

ジ
ー
プ
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
連
絡
で

桧
尾
平
に
出
、
駒
ケ
根
に
着
く
と
未
だ

時
間
的
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
「
三
々

五
々
手
打
そ
ば
を
賞
味
し
た
り
、
比
叡

山
と
同
じ
標
高
に
あ
る
名
剰
光
前
寺
を

訪
れ
、
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
や
幽
迭
な
杉
の
巨

木
を
探
勝
し
た
り
し
て
帰
途

に

つ
い

た
。
何
時
か
も
う

一
度
天
気
の
い
い
時

図

書

紹

介
吉
阪
隆

正
集

第

一
四
巻

吉
阪
隆
正
集
刊
行
会

編
集
委
員
会
編

吉
阪
さ
ん
は
有
名
な
、
海
外
に
も

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
建
築
学
の

大
家
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
全
集
の

ほ
か
の
巻
は
本
職
の
ほ
う
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
う
が
、
私
は
見
せ

て
頂
い
て
な
い
の
で
、
ど
ん
な
も
の

か
知
ら
な
い
。

私
が
解
説
を
頼
ま
れ
て
書
い
た
の

が
彼
の
登
山
遠
征
を
あ
つ
か
っ
た
こ

の
第

一
四
巻
で
あ
っ
て
、
岳
人
と
し

て
の
興
味
は
こ
の
巻
だ
け
と
い
っ
て

い
い
、
と
言
い
き

っ
て
し
ま

っ
た

ら
、
発
行
者
は
ア
タ
マ
に
く
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
事
実
だ
か
ら
し
ょ
う

が
な
い
。

建
築
の
人
た
ち
は
こ
の
巻
を
ジ
ャ

マ
あ
つ
か
い
に
す
る
か
も
し
れ
な
い

の
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
向
き

が
ち
が

っ
て
い
て
世
の
中
は
う
ま
く

コ
ト
が
運
ぶ
と
い
う
も
の
だ
。

山
岳
会
の
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
、
テ
ン
デ
バ
ラ
バ
ラ
の
仕
事

を
し
て
お
り
、
た
だ
山
が
好
き
で
一

生
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
点

で
同
類
に
な
っ
て
い
る
わ
け

だ

か

ら
、
自
分
と
は
ち
が

っ
た
分
野
で
、

ち
が

っ
た
才
能
の
同
類
が
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
た
か
と
い
う
の
は
、
自
分

と
比
較
す
る
と
お
も
し
ろ
い
し
、
う

ら
や
ま
し
か
っ
た
り
も
す
る
し
、
類
似

性
の
あ
る
人
生
内
容
に
は
ち
が
い
な
い

の
で
、
何
ら
か
の
意
味
で
タ
メ
に
な
る

場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

私
は
吉
阪
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
山
を

歩
い
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
し
、
チ
マ

タ
で
酒
を
く
み
交
し
た
こ
と
さ
え
も
な

い
。
そ
れ
な
の
に
友
達
で
あ
り
、
私
の

会
費
制
結
婚
式
に
は
、
ア
ゴ
ヒ
ゲ
を
ヒ

ラ
ヒ
ラ
さ
せ
て
気
サ
ク
に
や
っ
て
来
て

く
れ
、
何
か
し
や
べ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
か

っ
た
か
と
思
う
が
、
記
憶
も
し
て
い
な

い
、
そ
ん
な
い
い
か
げ
ん
な
付
き
合
い

な
の
だ
。

そ
う
そ
う
、
話
は
ち
が
う
が
、
こ
の

結
婚
式
に
は
深
田
久
爾
さ
ん
も
来
て
く

れ
て
、
色
紙
に

「ザ
マ
あ
見
や
が
れ
」

と
書
い
て
あ
る
。
ど
う
い
う
意
味
を
込

め
た
の
か
永
久
の
ナ
ゾ
だ
。

吉
阪
さ
ん
は
ご
く
マ
ジ
メ
で
、
本
業

の
と
き
は
知
ら
な
い
が
、
い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
し
て
な
が
め
て
い
て
く
れ
る
と
い

う
タ
イ
プ
、
私
に
と
っ
て
は
遠
く
に
住

ん
で
い
る
兄
貴
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。

こ
の
感
じ
は
山
岳
会
の
人
た
ち
に
も

通
ず
る
も
の
じ
ゃ
な
い
か
。
先
輩
後
輩

で
も
な
く
、
行
動
を
共
に
す
る
で
も
な

く
、
こ
の
世
の
利
害
と
は
な
ん
の
関

係
も
な
く
、
そ
れ
で
い
て
、
い
や
そ

れ
だ
か
ら
こ
そ
、　
ハ
ラ
の
さ
ぐ
り
合

い
な
ど
の
ま
っ
た
く
な
い
付
き
合
い

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

先
に
生
ま
れ
、
先
に
ミ
マ
カ
っ
た

岳
友
を
、
ろ
く
す

っ
ぽ
知
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
解
説
な
ど
や

っ
て
の

け
て
、
そ
れ
で
こ
の
世
の
中
は
な
ん

と
な
く
う
ま
く
進
行
す
る
の
だ
。

山
岳
会
の
人
た
ち
っ
て
、
み
ん
な

こ
ん
な
も
の
な
ん
じ
ゃ
な

い
の
か

な
。一

九
八
六
年
二
月
二
十
八
日
、
勁

草
書
房
刊
、
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
定

価
三
二
〇
〇
円

（西
丸
震
哉
）

オ
ク
サ

ス
と

イ

ン
ダ

ス
の
間

に

―
中
央
ア
ジ
ア
探
検
行
―

Ｒ

ｏ
Ｃ

・
Ｆ

・

シ
ョ
ン
バ
ー
グ
著

広

島

三

朗

訳

ア
ン
ズ
の
木
立
の
下
に
は
、
黄
色

い
ア
ン
ズ
の
実
が
踏
み
つ
け
な
け
れ

ば
歩
け
な
い
ほ
ど
落
ち
て
い
る
。
そ

し
て
、
桑
の
本
と
そ
の
実
。
風
に
揺

れ
動
く
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
ポ
プ
ラ
の
大

樹
。
こ
れ
ら
の
木
々
の
間
に
は
、
粘

土
造
り
の
粗
末
な
家
屋
。
裸
足
で
走

り
回
る
子
供
達
。
だ
が
、
こ
ん
な
小

さ
な
谷
あ
い
の
集
落
を
通
り
過
ぎ
る

と
、
岩
石
と
砂
利
の
荒
々
し
い
谷
が

続
く
。
や
が
て
再
び
、
山
腹
か
ら
流
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節
に
ま
た
訪
れ
、
氷
河
地
形
を
実
地
に

確
か
め
て
見
た
い
と
の
想
い
を
抱
き
な

が
ら
。

参
加
者
　
有
井
琢
磨
、
石
井
恵
美
子
、

大
井
正

一
、
奥
野
道
治
、
小
林
碧
、
斉

藤
か
つ
ら
、
里
見
清
子
、
沢
井
政
信
、

高
遠
宏
、
高
橋
詢
、
富
田
郁
夫
、
中
垣

淑
子
、
中
村
あ
や
、
中
村
純
二
、
松
丸

秀
夫
、
丸
茂
キ
ク
エ
、
宮
前
淑
子
、
他

九
名
　
　
　
　
　
　
　
（中
村
純
二
）

京
都
支
部
設
立

記

念

山

行

二
月
十
五
日
、
京
都
支
部
設
立
後
、

五
月
二
十

一
日
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会

と
の
交
歓
会
に
次
い
で
、
会
員
が
集
う

の
は
三
度
日
で
あ
る
。

支
部
の
初
め
て
の
山
行
と
し
て
、
五

月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日
、
京

都
府
下
美
山
町
の
長
老

ケ
岳

に
登
っ

た
。
長
老
ケ
岳
は
京
都
の
多
く
の
登
山

家
を
育
て
た
京
都
北
山
の
ほ
ぼ
中
央
に

あ
り
、
標
高
は
九

一
七
漱川
だ
が
山
頂
に

一
等
三
角
点
が
あ
る
。
晴
れ
た
日
は
丹

波
高
原
の
山
々
か
ら
丹
後
半
島
や
日
本

海
ま
で
見
渡
せ
て
眺
望
は
雄
大
で
あ
る

（五
万
分
の
一
、
四
ツ
谷
、
綾
部
）。

二
十
四
日
夕
刻
、
美
山
町
内
久
保
に

あ
る
民
宿

「森
し
げ
」
に
集

っ
た
会
員

二
十
九
名
は
、　
い
ろ
り
を
囲
み
、
宿
の

森
夫
妻
が
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
ら
れ

た
山
菜
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
お
お
い

に
飲
み
、
お
お
い
に
語
り
合
い
新
旧
会

員
の
親
睦
を
深
め
た
。
小
山
貢
会
員
の

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
か
ら
暮
の
油
売
り
ま

で
の
、
あ
ま
り
の
芸
達
者
さ
に
み
な
感

心
し
て
し
ま
い
、
早
速
宴
会
部
長
任
命

の
一
幕
も
あ
っ
た
。

民
宿

「森
し
げ
」
の
森
　
茂
明
さ
ん

は
、
丹
波
の
自
然
を
愛
す
る
あ
ま
り
京

都
市
内
か
ら
こ
の
美
山
町
に
移
り
住
ん

だ
人
で
あ
る
。
ム
ラ
人
と
し
て
や

っ
と

許
さ
れ
る
ま
で
の
十
年
間

の
苦

心
談

を
、
最
近

『晴
れ
て
丹
波
の
村
人
に
』

と
い
う
題
で
出
版
さ
れ
た
。
渓
流
釣
り

の
名
人
で
も
あ
る
。
こ
の
日
早
速
日
本

山
岳
会
入
会
の
申
し
込
み
を
頂
い
た
。

二
十
五
日
、
当
日
参
加
者
も
含
め
計

三
十
四
名
に
な
っ
た
。
大
野
よ
り
川
谷

ま
で
車
で
入
り
仏
主
峠
を
経
て
頂
上
に

立

っ
た

（九
時
三
十
分
出
発
、
十
二
時

頂
上
）。
よ
く
晴
れ
て
眺
め
も
素
晴
ら
し

く
、
乾
杯
の
ビ
ー
ル
も
、
「森
し
げ
」

特
製
の
朴
葉
飯
も
い
ち
だ
ん
と
美
味
で

あ
っ
た
。

下
山
は
同
じ
道
を
通
る
の
は
面
白
く

な
い
の
で
、
わ
ざ
と
ル
ー
ト
を
は
ず
し

て
下
る
。
支
部
会
員
に
は
、
植
物
や
森

林
学
の
権
威
者
が
多
く
、
下
山
の
時
は

植
物
や
樹
木
の
研
究
実
習
が
盛
ん
で
あ

っ
た
。

参
加
者

・
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

秋
野

子
弦
、
朝
倉
英
子
、
荒
木
真
弓
、
岩
坪

五
郎
、
岩
坪
レ
イ
子
、
上
尾
庄

一
郎
、

上
原
泰
行
、
遠
藤
克
昭
、　
小
川

九

二

雄
、
小
田
孝
、
岡
田
茂

久
、
大

槻

雅

弘
、
久
我
良
房
、
小
山
貢
、

小
林

直

人
、
近
藤
薫
、
斎
藤
惇

生
、
酒
井
敏

明
、
坂
井
久
光
、
四
手
井
靖
彦
、
清
水

一
男
、
杉
山
イ
タ
ル
、
須
藤
建
志
、
高

木
志
茂
子
、
高
島
法
男
、
幣
内
規
男
、

れ
落
ち
る
山
川
の
周
辺
に
同
じ
よ
う

な
集
落
が
姿
を
現
わ
す
。
細
い
谷
筋

の
奥
に
は
、
雪
を
被

っ
た
尖
峰
が
見

え
隠
れ
し
て
い
る
。

一
九
二
三
年
に
英
人
探
検
家
シ
ョ

ン
バ
ー
グ

（
一
八
八
〇
―

一
九
五
八

年
）
は
、
オ
ク
サ
ス
河

（
ア
ム
・
ダ

リ
ヤ
）
と
イ
ン
ダ
ス
河
に
挟
ま
れ
た

山
岳
地
帯
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
の
谷
を

歩
き
、
峠
を
越
え
て
、
こ
の
地
の
人

と
風
物
に
接
し
た
。
彼
の
紀
行
は
、

約
二
十
年
を
経
た
今
日
で
も
色
褪
せ

る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
山
岳
地
帯
で

は
、
歳
月
は
そ
れ
ほ
ど
ゅ
っ
く
り
と

流
れ
て
い
る
。
ギ
ル
ギ

ツ
ト
や
ヤ
ス

イ
ー
ン
、
イ
シ
ュ
コ
マ
ン
山
地
を
経

て
、
著
者
は
剰
惇
な
山
岳
民
族

の

国
、
フ
ン
ザ
に
入
る
。
フ
ン
ザ
に
つ

い
て
は
、
そ
の
習
慣
や
歴
史
も
詳
述

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ン
ザ
川

の
支
流
チ
ヤ
プ
ー
ル
サ
ー
ン
川
の
源

頭
の
峠
、
イ
ル
シ
ア
ー
ド
峠
で
こ
の

紀
行
は
終

っ
て
い
る
。
イ
ル
シ
ア
ー

ド
峠
を
北

へ
乗
越
す
と
、
オ
ク
サ
ス

の
源
流
ワ
ハ
ン
谷
で
あ
る
。
ヒ
ン
ズ

ー
ク
シ
ュ
に
興
味
を
持

っ
て
い
る
人

に
は
、
こ
の
古
典
的
労
作
に
ぜ
ひ
目

を
通
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
訳
者
も

こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
る
岳

人
で
あ
り
、
訳
文
も
な
お
ざ
り
な
と

こ
ろ
が
な
く
、
平
易
で
読
み
や
す
い

も
の
に
仕
上

っ
て
い
る
。
な

お
文

中
、　
マ
ー
ク
ホ
ル
は
オ
ヴ
イ
ス
・
ポ

リ
と
も
い
う
と
注
が
つ
け

て
あ

る

が
、
オ
ヴ
ィ
ス
●
ポ
リ
は
ア
ル
ガ
リ

と
呼
ば
れ
、
同
じ
ウ
シ
科
で
あ
る
が

角
の
型
も
姿
も
ま
っ
た
く
異
る
。
ま
た

副
題
の

「中
央
ア
ジ
ア
探
検
行
」だ
が
、

著
者
も
本
文
で

「中
央
ア
ジ
ア
か
ら
来

た
五
、
六
人
の
巡
礼
が
、
メ
ッ
ヵ
に
行

く
途
中
に
峠
を
越
え
て
、
飢
え
て
途
方

に
暮
れ
て
ダ
ル
コ
ツ
ト
に
着
い
た
が
…

…
」
と
書
い
て
お
り
、
訳
者
も
あ
と
が

き
で

「
フ
ン
ザ
を
中
心
と
す
る
ギ
ル
ギ

ッ
ト
地
域
が
、
中
央
ア
ジ
ア
や
西
ア
ジ

ア
と
深
い
関
係
に
あ
る
…
…
」
と
書
い

て
い
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
を
中
央
ア

ジ
ア
と
は
区
別
し
て
い
る
。　
一
般
的
に

は
、
中
央
ア
ジ
ア
は
東
西
ト
ル
キ
ス
タ

ン
を
指
す
の
だ
か
ら
、

「中
央
ア
ジ
ア

探
検
行
」
と
い
う
副
題
は
無
い
方
が
良

か
っ
た
。

参
考
ま
で
に
、
シ
ョ
ン
バ
ー
グ
の
訳

書
に
は
次
の
四
冊
が
あ
り
、
彼
の
全
著

作
が
邦
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
二
七
―
三

一
年
の
天
山
の
旅
に

つ
い
て
は

『
中
央
ア
ジ

ア
騎
馬
行
』

（雁
部
貞
夫
訳
、
自
水
社
、
近
刊
）、

一
九
二

一
年
の
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
の

旅
に
つ
い
て
は
本
書
、

一
九
二
四
年
の
カ
ラ
コ
ル
ム
北
部
の

旅
に
つ
い
て
は
『未
知
の
カ
ラ
コ
ル
ム
』

（志
摩
禄
郎
訳
、
生
活
社
、　
一
九
四
二

年
）、一

九
二
五
年
の
チ
ト
ラ
ー
ル
行
に
つ

い
て
は

『
異
教
徒
と
氷
河
』
（雁
部
貞

夫
訳
、
自
水
社
、　
一
九
七
六
年
）
。

一
九
八
五
年
、
論
創
社
刊
、
三
〇
〇

ペ
ー
ジ
、
定
価
二
〇
〇
〇
円

（田
村
俊
介
）

百
山
百
譜小

倉
　
　
厚
著

昨
年
九
月
に
「新
北
越
雪
譜
物
語
」

を
著
し
た
小
倉
さ
ん
の
相
次
ぐ
作
品

の
デ
ビ

ュ
ー
で
あ
る
。
毎
日
の
勤
め

を
有
す
る
環
境
の
中
に
あ
っ
て
そ
の

筆
力
と
、
物
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て

の
勤
勉
さ
に
は
敬
服
さ
せ
ら
れ
る
。

し
か
も
山
を
よ
ん
だ
歌
は
、
か
な
り

以
前
か
ら
書
き
た
め
た
も
の
で
あ
る

に
せ
よ
、
文
章
は
百
の
山
に
つ
い
て

キ
ッ
チ
リ
と
ニ
ペ
ー
ジ
の
内
に
お
さ

め
ら
れ
た
も
の
を
数
ヵ
月
で
書
き
上

げ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
構
成
力
も

た
い
し
た
も
の
だ
と
思
う
。
当
山
岳

会
で

「山
日
記
」
の
編
集
を
手
が
け

た
り
、
資
料
の
整
理
や
ま
と
め
を
手

が
け
て
き
た
能
力
の
し
か
ら
し
む
る

と
こ
ろ
か
も
知
れ
な

い
。　
こ
の
本

は
、
自
分
の
今
ま
で
に
登
っ
た
百
の

山
の
素
描
、
解
説
、
紀

行

に
加

え

て
、
必
ず

一
首
づ
つ
の
歌
に
託
し
て

そ
の
感
懐
を
結
ぶ
と
い
う
方
法
に
よ

っ
て
い
る
。
著
作
の
題
名

か
ら

し

て
、
ど
う
し
て
も
深
田
久
弥
の

「
日

本
百
名
山
」
と
対
比
し
て
見
て
し
ま

う
が
、
こ
の

「
日
本
百
名
山
」
が
、

著
者
深
田
久
弥
の
基
準

（品
格
、
歴

史
、
個
性
）
に
よ
り
選
び
ぬ
い
た
山

に
つ
い
て
、
そ
の
選
定
根
拠
を
立
証

す
る
か
の
よ
う
に
、
か
な
り
の
味
付

け
の
こ
い
文
章
の
つ
め
合
せ
に
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
，
こ
の

「百
山
百

譜
」
は
あ
っ
さ
り
と
し
た
お
茶
漬
の

(6)
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中
尾
宏
、
西
川
顕
、
古
家
邦
文
、
三
橋

勉
、
森
茂
明
、
山
口
克
、
横
田
明
男
、

吉
村
健
次
郎
。

〔美
山
町
に
住
ま
れ
て
い
る
会

員
番

ヒ

ラ

リ
ノ
ー
ニ
耀
利

松
本
市
で
講
演

ヒ
ラ
リ
ー
卿
は
八
月
九
日
の
松
本
楼

で
の
海
外
委
主
催
歓
迎
会
の
あ
と
、
松

本
市
に
向
か
い
、
同
市
内
の
ホ
テ
ル
で

約
二
百
五
十
人
の
聴
衆
を
前
に

「私
と

ヒ
マ
ラ
ヤ
」
と
題
し
て
講
演
を
行
な
っ

た
。
こ
れ
は
松
本
市
で
行
な
っ
た
国
際

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
大
会
関
連
行
事
の
一
つ

と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
。

開
会
冒
頭
、
通
訳
の
中
村
テ
ル
氏
、

ヒ
ラ
リ
ー
卿
を
紹
介
し
た
吉
沢

一
郎
氏

と
の
打
ち
解
け
た
や
り
と
り
で
会
場
の

緊
張
し
た
雰
囲
気
が
和
み
、
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
か
ら
現
在
ネ
パ
ー
ル
で
行
な
っ

て
い
る
病
院
建
設
、
学
校
建
設
な
ど
の

奉
仕
活
動
に
至
る
ま
で
、
七
ラ
リ
ー
卿

の
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
た
講
演
に
は
全
聴

衆
が
知
ら
ず
知
ら
ず
引
き
込
ま
れ
て
い

だ

闊
乙
マ

号

一
四
八
四
の
谷
博
さ
ん
は
手
足
が
不

自
由
に
も
か
か
わ
ら
ず

「森
し
げ
」
に

来
ら
れ
、
会
員
を
励
ま
さ
れ
た
〕。

（文
責

・
上
原
泰
行
）

ノ
ル
ゲ
イ
氏
死
去

エ
ベ
レ
ス
ト
に
初
登
頂
し
、
そ
の
後

も
イ
ン
ド
の
国
立
登
山
学
校
（Ｈ
Ｍ
Ｉ
）

の
校
長
と
し
て
、　
一
九
七
六
年
ま
で
後

進
の
指
導
に
貢
献
さ
れ
た
シ
エ
ル
パ
の

テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ゲ
イ
氏
は
、
二
月
九

日
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
お
い
て
肺
疾
患
の

た
め
死
去
さ
れ
た
。
享
年
七
十
二
歳
。

本
会
で
は
、
今
西
会
長
な
ら
び
に
、

親
し
か
っ
た
三
田
幸
夫
氏
の
名
で
弔
電

を
送
り
、
弔
意
を
表
し
た
。

な
お
今
西
会
長
と
と
も
に

一
九
五
三

年
秋
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
で
活
躍
し
、
そ
の

後
、
Ｈ
Ｍ
Ｉ
の
教
官
を
し
て
い
た
シ
エ

ル
パ
の
ダ
ナ
ン
ギ
ャ
ル
氏
も
昨
年
九
月

十
二
日
、
六
十
五
歳
で
死
去
。
同
じ
く

Ｈ
Ｍ
Ｉ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て

い
た
パ
サ
ン
ｏ
テ
ン
バ
氏
も
昨
年
九
月

十
七
日
相
次
い
で
死
去
。
享
年
五
十
二

歳
だ
っ
た
。

深
田
久
弥
氏
ご
夫
妻

の
筆
跡
を
眺
め
て

田
畑
　
真

一

私
の
書
棚
の
な
か
に

『
山
岳
遍
歴
』

と
い
う
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ず
と

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

テ

ン
ジ

ン

・

味
で
あ
り
。
適
度
の
塩

味

の
効

い

た
、
タ
ラ
コ
か
、
塩
鮭
の
切
身
の
役

を

一
山

一
首
の
歌
が
果
し
て
お
り
、

ほ
ど
よ
い
味
加
減
と
な
っ
て
い
る
。

著
者
ら
し
い
さ
り
げ
な
い
淡
々
と
し

た
文
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
数
多
く

の
山
を
そ
れ
ぞ
れ
に
情
感
を
こ
め
て

登

っ
た
人
に
し
て
は
じ
め
て
書
く
こ

と
が
で
き
る
内
容
で
は
な
い
か
と
思

う
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
こ
の
本

の
真
髄
と
も
い
う
べ
き
山

へ
の
歌
の

一
首
が
、
同
活
字
で
必
ず
文
の
最
後

の
一
行
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
で
、

や
や
歌
の
う

っ
た
え
る
印
象
が
、
形

の
上
で
う
す
れ
が
ち
で
あ

る

こ
と

だ
。
せ
め
て
も
う
少
し
活
字
を
大
き

く
す
る
か
、
字
体
を
変
え
る
か
の
一

工
夫
が
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。
と
も

あ
れ
、
こ
れ
は

″
小
倉
百
人

一
首
″

な
ら
ぬ

″
小
倉

百
山

一
首
〃

で
あ

る
。
読
者
に
と
り
、
自
分
自
身
の
そ

れ
ぞ
れ
の
山
の
印
象
に
照
し
な
が
ら

の
百
譜
の
味
わ
い
や
如
何
に
…
…
。

期
「
六
十

一
年
六
月
二
十
日

岳
　
書
房
刊
　
定
価

一
八
〇
〇
円

知
れ
た
深
田
久
弥
氏
の
山
に
つ
い
て
の

随
想
集
で
あ
る
。
私
が
愛
蔵
す
る
こ
の

本
は
著
者
署
名
入
り
本
で
あ
る
。
そ
れ

で
見
返
し
の
赤
い
ラ
シ
ャ
紙
に
は

「
田

畑
真

一
様
　
一
八
六
七
年
十
二
月

一
日

深
田
久
弥
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

も
黒
イ
ン
ク
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
筆
圧
強

く
書
か
れ
て
い
る
。
赤
と
黒
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
鮮
や
か
に
日
に
う
つ
る
。
き

の
う
、
お
と
と
い
、
い
や
今
さ
っ
き
書

（小
塩
丘
平
）

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

三
　
　
冊

①

『
日
本
百
名
湯

（上
）
・
（下
）』
（美

坂
哲
男
著
、
武
藤
昭
写
真
、　
一
九
八
六

年
四
月
十
日
、
山
と
渓
谷
社
刊
、
各
二

〇
〇
〇
円
）

日
本
国
内
の
温
泉
二
千
湯
入
湯
記
録

達
成
を
記
念
し
て
、
北
の
知
床
か
ら
南

は
屋
久
島
ま
で
山
の
い
で
湯
百
ヶ
所
を

美
し
い
写
真
と
共
に
紹
介
。
交
通
、
登

山
案
内
な
ど
の
デ
ー

タ
付
。
（上
）
は

北
海
道

・
東
北

・
関
東
編
、
（下
）
は

中
部

ｏ
西
日
本
編
と
な
っ
て
い
る
。

②

『上
州
武
尊
山
』
（岡
田
敏
夫
著
、

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
五
日
、
東
京

新
聞
出
版
局
刊
、　
一
五
〇
〇
円
）

山
岳
信
仰
の
歴
史
を
秘
め
た
上
州
武

尊
山
を
、
沢
、
積
雪
期
、
夏
山
、
民
俗

（伝
説

・
自
然

ｏ
人
）
の
四
章
に
分
け

て
紹
介
。
特
に
沢
の
詳
細
な
ル
ー
ト
図

は
、
沢
登
リ
フ
ア
ン
に
と
っ
て
は
好
個

の
ガ
イ
ド
で
あ
る
。

か
れ
た
ば
か
り
の
よ
う
に
生
々
し
く
み

え
る
の
で
あ
る
。
時
に
心
静
か
に
眺
め

る
に
つ
け
、
い
つ
も
そ
の
よ
う
に
み
え

る
の
で
あ
る
。
深
田
氏
が
今
な
お
ご
健

在
な
り
、
の
錯
覚
す
ら
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
本
の
隣
り
に
、　
一
九

七

一
年
版
の
日
本
山
岳
会
の

『会
員
名

簿
』
が
収
め
て
あ
る
。
両
書
は
並
ん
で

い
る
と
い
う
よ
り
も
仲
良
く
寄
り
添

っ

③

『
近
江
湖
北
の
山
』
（山
本
武

人

著
、
昭
和
六
十
年
十
月
六
日
、
ナ
カ

ニ
シ
ヤ
出
版
刊
、
二
〇
〇
〇
円
）

琵
琶
湖
の
北
に
連
な
る
山
々
は
最

高
峰
の
伊
吹
山
で
さ
え

一
三
七
七
口冽

と
さ
し
て
高
い
山
と
は
言

え

な

い

が
、
冬
期
は
豪
雪
地
帯
と
な
り
、
か

な
り
の
覚
悟
を
持

っ
て
入
山
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
山
々
へ
と
変
貌

す

る
。
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
た
趣

を
持

っ
た
三
十
四
の
山
々
を
村
人
や

歴
史
と
の
か
か
わ
り
を
織
り
込
ん
で

紹
介
。

（泉
　
久
恵
）

て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え

る

の
で
あ

る
。
す
で
に
古
い
名
簿
で
は
あ
る
が
、

決
し
て
処
分
な
ど
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

か
。
そ
れ
は
名
簿
の
見
返
し
の
と
こ
ろ

に

「六
十
八
才
　
な
ほ
惜
し
ま
る
ゝ

冬
の
賂
　
深
田
志
げ
子
」
の
一
条
が
書

か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
深
田
志
げ

子
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
深
田
氏
の

ご
令
閏
で
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
四
十
六

年
十
二
月
四
日
の
日
本
山
岳
会
年
次
晩

(7)
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餐
会
の
席
で
ご
令
閏
が
署
名
し
て
く
だ

さ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
に
し
て
思
い

起
こ
せ
ば
、
深
田
氏
が
逝
か
れ
た
そ
の

年
の
年
次
晩
餐
会
で
あ
る
。
当
時
、
志

げ
子
未
亡
人
に
し
て
み
れ
ば
、
今
な
お

愛
惜
の
情
、
切
々
と
し
た
ご
心
境
で
あ

ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で

「
な
ほ

惜
し
ま
る
ゝ
冬
の
賠
」
の
句
は
、
深
田

氏

へ
の
全
身
全
霊
を
こ
め
ら
れ
た
ご
供

養
の
句
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
こ

れ
も
自
上
質
紙
に
黒
イ
ン
ク
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
日
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
そ
の

流
麗
な
ご
筆
跡
を
拝
す
る
に
つ
け
、
今

し
が
た
書
か
れ
た
ば
か
り
の
思
い
を
も

つ
。
そ
れ
も
眺
め
る
た
び
に
で
あ
る
。

や
は
り
、
志
げ
子
夫
人
ご
健
在
な
り
の

錯
覚
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

山
村
正
光
氏
の

『車
窓
の
山
旅
―

中
央
線
か
ら
見
え
る
山
』

の
な

か
に

は
、
深
田
氏
を
し
の
ぶ
心
情
が
あ
ま
け

と
こ
ろ
な
く
吐
露
さ
れ
て

い
て
、
「茅

ヶ
岳
。
こ
の
山
は
私
に
と
っ
て
終
生
、

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ち
ょ
う
ど

十
三
年
前
、
山
の
作
家
深
田
久
弥
先
生

を
眼
前
で
失

っ
た
山
だ
か
ら
で
あ
る
」

と
み
え
て
い
る
。
ま
た

「
そ
の
後
、
志

げ
子
未
亡
人
、
ご
家
族
、
友
人
ら
の
一

周
忌
登
山
」
と
み
え
て
い
る
。
後
文
に

は

「
そ
し
て
志
げ
子
夫
人
も
逝

っ
た
」

と
も
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
味
読
す
る
に
つ
け
、
あ
る
べ
き
方
が

す
で
に
な
い
こ
と
に
私
も
限
り
な
く
む

な
し
く
思
う
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

先
述
の
ふ
た
つ
の
書
物
に
現
わ
れ
た
ご

夫
妻
は
確
実
に
ご
健
在
で
あ
る
。
そ
し

て
私
の
思
い
出
の
な
か
に
も
生
き
続
け

1:｀ he book is divided into several  parts. After

intЮ ducy essays(geography Of the great Himalayan

systenl, OrganizatiOn Of expeditiOns, histOry Of ex‐

p10ratiOn, tOta1 40 pages)tllere are 14 chapters de―

vOted to the 14 eight_thOusanders(260 pages)。  1[｀ he

third sectiOn cOntains 20 chapters (over 50 pages)

presenting the “high seven_thOusanders" frOnl An‐

napurna lⅡ  to Annapurna R″ . Part 4(15 pages)con‐

tains a selectiOn Of eight lower peaks of special

ilnpOrtance fOr the deve10pment of the lnountaineer―

ing in the I‐ Iilnalaya_KarakOrunl range (Mustagh
′
r。・w・er, Jannu, changabang and others). 

′
rhe inal

sectiOn Of the boOk is devoted to the activity of

w′01mten in wOrld's highest n■ ountains.  There are

alsO t、vO cO]nlprellensive appendices including a wide

IIIilnalayan bibliography (132 items) and a 00mplete

gazeteer of 330 clilnbed and unclilnbed eight‐  and

seven_thOusander wlth lnaln ■rst_ascent data.

B10th authOrs are far frOnl being natiOnal snobs

and their b00k succeeds outstandingly in presenting

exact geOgraphical and historical information in a

nearly faultless, highly clear and readable style.

Like、vise the nurnerous photographs‐ 一‐lnost of theコ n

printed fOr the ■rst tilne――are Of great interest.

ThOugh written in P101ish the b00k has interna―

tional signincance.  owing to concentrated factual

infOrrnation and the instructive sunllnaries it can be

useful tO fOreign readers, even thOse whO are un‐

fanliliar 、ァith slavic languages.  
′
rhe Arst edition

was in iP01and a great publishing success:25,000

cOpies 、vere dispOsed during few dayso ln the mean―

tilne the authOrs brOugnt the inforination up to date

and the publishing hOuse``SpOrt i Turystyka"is pre・

paring a new carefuly con.plen.ented editione  rI｀ he

b00k is certainly an ideal reference sOurce and an

extrelm.ely welcO]Π le addition to anybody's high inoun‐

tain library.  It al〔て,should appear in foreign lan―

guages―一clilnbers interested in keeping up with

Hilnalayan mOuntaineering are nOt Only in P01and.

Jび21c,FA″νたα

ポーランド隊からの寄贈図書について

図 書 委 員 会

先般来日したポーランド山岳会のザヴァダ隊長から,

同山岳会の機関誌とヒマラヤに関する本が島田巽名誉会

員 (当 委員会顧問)の手を経て本会に贈られました。こ

のヒマラヤに関する本についての図書紹介文が水野勉会

員を通してユゼフ。ヌィカ氏より送られて参りましたの

で,以下に掲載します。

今回おくられた “Na szczytach Himalaj6w(ヒ マラ

ヤの頂上へ)"の著者は, 山の地形, ヒマラヤの歴史に

ついての専門家,ズビクニェフ・コヴァレフスキ及び幾

つかの遠征隊隊長を務めたヤヌシ・クルチャプで,出版

社は,ワ ルシャワのスポーツ・イ・ツリスティカ (ス ポ

ーツと観光)社。定価は日本円にして約 530円 (1ズ

ウォティは約 1円 )。 ポーランドでは 25000部 が数日で

売り切れたという。このたび本会図書室に納められたこ

の本には,来 日したザヴァダ隊長らのサインが書き込ま

れてある。

Zbigniew KOwalewski and Janusz Kurczab:

Nα s2θ2ν′αεん Iifグ zαノα力
“

Publishing house ``sport i 
′
rurystyka", warszawa

1983;462 pages Of text with.20 1naps and plans.180

phOtOgraphs on separate pages. P)rice 520 zl.

Expeditions reports in book shape are published

in abundance and somebody gets into trouble to read

thenl all.  13ut cO]mplex colm.pendia, taken on the

brOad basis, are very rare because it is not easy to

wOrk the way thrOugh the jungle Of the Himalayan

infOrinatiOn, grOwing year by year.  ``Na szczytach

Himalaj6w"一〇n the Summits of the Himalaya― 一is

such rare bOok. 1:｀ he authors are renowned authori―

ties: Kurczab, leader Of several expeditiOns, KO‐

walewski――‐lnOuntain  tOpOgrapher  and Hilnalayan

historical researcher. 
′
rheir work unites the study of

geOgraphy and histOry ・wlth wlde inountalneering

practice.
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て
い
ら
れ
る
。

一一　
十
年
続
い
た

一
「花と氷削
れれ諭

口
一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‥
　
．

１
１

　

．

私
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ラ
ン
タ
ン
谷
の
エ

ー
デ
ル
フ
イ
ス
を
探
訪
し
た
の
が
、
去

る
昭
和
二
十
年
で
し
た
が
、
そ
の
翌
々

年
の
五
十
二
年
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
知
人
か

ら
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
エ
ー
デ
ル
フ
イ

ス

も
見
た
こ
と
だ
し
、
今
度
は
本
場
の
エ

ー
デ
ル
フ
イ
ス
を
見
に
行
く
プ
ラ
ン
は

如
何
で
す
か
…
」
と
の
お
誘
い
を
受
け

て
、
第

一
回
ヨ
ー
ロ
ツ
パ

・
ア
ル
パ
イ

ン
・
ツ
ア
ー
を
催
行
し
て
か
ら
、
各
地

を
歩
き
早
く
も
十
回
目
を
迎

え

ま

し

た
。第

十
回
目
の
今
年
は
去
る
八
月
六
日

よ
り
十
七
日
ま
で
十
二
日
間
、
五
十
四

名
の
大
勢
で
特
別
企
画
の
新

コ
ー
ス
の

山
や
峠
を
歩
き
ま
し
た
。

今
年
は
ツ
エ
ル
マ
ッ
ト
と
ミ
ュ
ー
レ

ン
に
各
四
泊
し
、
こ
こ
を
基
地
に
三
四

一
五
口川
の
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ト
ホ
ル
ン
の

岩
峰
を
踏
み
、
新
し
い
エ
ー
デ
ル
フ
イ

ス
の
生
育
地
も
発
見
で
き
て
歓
声
を
あ

げ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
レ
ン
か
ら
エ
ッ
シ
ネ
ン
湖

ヘ

越
え
る
二
六

一
二
房
の
ゼ
フ
ィ
ネ
ン
フ

ル
ッ
ゲ
峠
も
登
り
ご
た
え
の
あ
る
花
の

多
い
コ
ー
ス
で
、
牧
場
小
屋
で
飲
ん
だ

し
ば
り
た
て
の
ミ
ル
ク
は
、
と
て
も
美

味
し
く
、
峠
歩
き
の
印
象
を
深
め
ま
し

た
。
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
氷
河
を
ト
ラ
バ
ー

ス
し
た
日
は
、
雷
雨
に
あ
い
ビ
デ
オ
を

持

っ
た
人
が
四
人
い
て
、
と
て
も
恐
ろ

し
か
っ
た
そ
う
で
し
た
が
、
そ
の
反
動

で
後
半
素
晴
し
い
快
晴
が
続

き

ま

し

た
。
懐
し
の
ミ
ュ
ー
レ
ン
の
朝
な
夕
な

の
情
景
は
何
度
行

っ
て
も
素
晴
し
く
、

今
年
は
三
度
、
三
度
と
参
加
さ
れ
た
常

連
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
の
あ
け
く
れ
は
、

最
高
に
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

今
年
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
三
組
、
新
婚
さ

ん

一
組
、
年
令
層
も
十
代
か
ら
七
十
八

歳
ま
で
幅
広
く
、
そ
れ
だ
け
に
Ａ
Ｂ
Ｃ

班
と
分
け
て
安
全
に
無
理
の
無
い
コ
ー

ス
を
楽
し
く
歩
い
て
頂
き
ま
し
た
。

第

一
回
に
歩
い
た
フ
イ
ル
ス
ト
コ
ー

ス
を
今
年
は
逆
に
、
シ
ー
ニ
ゲ
ブ
ラ
ッ

テ
か
ら
健
脚
者
の
み
に
限
定
し
て
快
適

に
縦
走
し
、
第
十
回
目
と
し
て
、
今
ま

で
と
違
い
少
し
ハ
ー
ド
な
山
行
で
し
た

、
全
員
無
事
に
帰
国
し
ま
し
た
。

藤
江
幾
太
郎

・

チ
ャ
リ
テ
ィ
展

０
１２
月
８
日

（月
）１
１３
日

（土
）

ｎ
時
１
１９
時

（最
終
日
１７
時
）

○
日
本
橋
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

中
央
区
日
本
橋
２
１
１
１
１８

電
話
　
２
７
４
１
０
８
９
２

地
下
鉄

・
日
本
橋
下
車
２
分
、

東
京
駅
５
分
。

※
ネ
パ
ー
ル
ヘ
小
さ
い
善
意
を
届
け
る

た
め
、
た
た
ら
同
人
展
の
一
角
で
…
…

色
紙

・
淡
彩
ス
ケ
ッ
チ
等
。

七
月
理
事
会

７
月
９
日
午
後
６
時
３０
分

場
所
　
本
会
ル
ー
ム

出
席
者
　
今
西
会
長
、
山
田
、
大
塚
副

会
長
、
鴫
原
、
橋
本
、
大
橋
、
松
永
、

浜
日
、
梅
野
、
高
遠
、
鈴
木
、
新
井
、

岡
沢
、
太
田
、
平
井
、
絹
川
、
関
塚
各

理
事
、
山
本
監
事
、
松
田
、
宮
下
、
中

村
各
評
議
員

委
任
　
大
森
理
事

審
議
事
項
　
な
し

報
告
事
項

◎
事
務
職
員
高
橋
美
津
栄
さ
ん
退
職
予

訃
　
報

金
　
坂

　

一　

郎
氏

（会
員
番
号
三
〇
八
二
番
）

本
会
監
事
　
金
坂

一
郎
氏
は
、
七
月
十
九
日
午
前
零

時
三
十
五
分
、
入
院
先
の
浜
松
市
、
聖
隷
三
方
原
病
院

に
て
、
肺
ガ
ン
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
六
十
六
歳
。
葬
儀

・
告
別
式
は
、
七
月
二
十
六

日
午
後
二
時
よ
り
、
横
浜
市
港
北
区
の
富
士
記
念
館

・

富
士
霊
廟
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
本
会
か
ら
は
、
大
塚

副
会
長
、
三
田
、
島
田
、　
小
原
、　
田
日
、　
浜
野
、
望

月
、
織
内
各
名
誉
会
員
の
ほ
か
、
役
員
、
委
員
は
じ
め

故
人
を
偲
ん
で
会
員
多
数
が
参
列
し
て
弔
意

を
表

し

た
。氏

は
、
昭
和
二
十
七
年
に
理
事
就
任
。
以
後
理
事

・

常
務
理
事
十
二
年
、
常
任
評
議
員
七
年
、
監
事
二
年
を

つ
と
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
期
間
に
互
り
、
会
務
に
尽
力

さ
れ
、
理
事
在
任
中
は
、
山
日
記
編
集
、
国
体
登
山
、

学
生
部
指
導
、
渉
外
、
研
究
等
を
担
当
さ
れ
た
他
、
昭

和
三
十
三
年
秋
に
は
、
本
会
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登
山
隊
の

偵
察
隊
長
も
つ
と
め
ら
れ
た
。

昨
年
は
、
高
所
登
山
委
員
会
委
員
長
、
遭
難
対
策
委

員
会
委
員
長
、
図
書
委
員
会
顧
間
と
し
て
後
進
の
指
導

に
当
ら
れ
、
物
故
時
は
、
文
部
省
登
山
研
修
所
連
営
委

員
も
つ
と
め
ら
れ
て
い
た
。

氏
は
こ
の
よ
う
に
、
登
山
界
に
と
っ
て
多
方
面
で
活

躍
さ
れ
た
が
、
中
で
も
、

「確
保
論
」、
「雪
崩
」
に
つ

い
て
の
研
究
は
特
筆
す
べ
き
業
績
で
あ
っ
た
。

氏
に
と
っ
て
の
最
後
の
山
行
は
、
昨
年
六
月
の
創
立

八
十
周
年
記
念
、
越
後
ブ
ロ
ツ
ク
の
八
海
山
登
山
で
あ

っ
た
が
、
以
後
再
び
元
気
な
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

本
会
は
、
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。

里==里三 が

ｏ
会

務
報
告

定
に
よ
る
補
充
採
用
に
つ
い
て
　
未
定

◎
山
岳
絵
画
展
に
つ
い
て

「近
代
絵
画
に
み
る
日
本
の
山

ｏ
名
作

展
」
を
朝
日
新
聞
社
と
共
催
で
、
八
月

二
十
八
日
―
九
月
九

日

（上

野
松

坂

屋
）、
九
月
十
八
日
―
九
月

二
十

三

日

（大
阪
松
阪
屋
）、
十
月
二
十

一
日
―
十

一
月
三
日

（愛
知
県
文
化
会
館
美

術

館
）
に
開
催
す
る
。

◎
支
部
懇
談
会
に
つ
い
て
　
今
年
度
の

事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
九
州
地

域
に
お
け
る
支
部
懇
談
会
に
つ
い
て
、

担
当
す
る
宮
崎
支
部
よ
り
開
催
案
が
提

出
さ
れ
た
。
「
日
本
山
岳
会

九
州

山
の

集
い
鶴
み
や
ざ
き
」
と
し
て
十

一
月
二

日
―
三
日
に
、
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千

穂
町
で
行
な
う
。

◎
委
員
会
報
告

◎
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
大
会
に
つ
い
て

八
月
二
十
日
―
二
十
二
日
、
松
本
市
で

開
催

◎
三
国
合
同
登
山
関
係
経
過
報
告八

月

５

日

７

日

８

日

２５

日

２６

日

（火
）
　

婦
人
懇
談
会

（本
）

山
研
委

（金
）

科
学
研
究
委

（月
）

総
務
委

（火
）
　

一二
国
登
山
打
ち
合
せ

今
月
の
来
室
者
霧
名

会
員
移
動

退
会

河 木
上 村

紘 利
子 雄

●

ル
ー
ム
日
詭
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こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

◎
信
濃
支
部
創
立

四
〇
周
年
記
念
山
行

当
支
部
創
立
四
〇
年
の
記
念

山

行

を
、
山
の
温
泉
中
房
に
集
い
、
昔
か
ら

信
濃
富
士
と
安
曇
の
人
々
に
親
し
ま
れ

た
有
明
山

（三
二
六
三
）
で
行
な
い
ま

す
。
会
員
各
位
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
時
　
十

一
月

八

日

（土
）、
九
日

（日
）

場
所
　
中
房
温
泉
に
八
日
午
後
五
時
ま

で
に
集
合
、
六
時
よ
り
懇
親
会
。
九

日
、
有
明
山
に
登
り
、
下
山
し
て
現

地
解
散
。
な
お
、
有
明
駅
か
ら
中
房

ま
で
松
本
電
鉄
の
連
絡
バ
ス
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
タ
ク

シ
ー
を
ご
利

用
下
さ
い

（運
賃
片
道
約
四
千
五
百

円
）。

参
加
費
　
七
千
円

申
込
締
切
　
十
月
二
十

一
日
ま
で

〒
二
九
九
―
八
二
　
長
野
県
南
安
曇
郡

豊
科
町
高
家

中
野
和
郎

（雷

ｏ
８
ωム
Ｎ‐ω
ω卜ｏ
）

信
濃
支
部

|

電F1 234-6659

第
二
十
九
回

○
紅
葉
会
案
内

（静
岡
）

秋
た
け
な
わ
の
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の

大
井
川
、
寸
又
川
に
も
み
じ
を
た
ず
ね

ま
す
。

日
時
　
昭
和
六
十

一
年
十

一
月

八

日

（土
）
九
日

（日
）

宿
泊
　
Ｓ
Ｌ
列
車
の
運
転
で
有
名
な
大

井
川
鉄
道
経
営
の
寸
又

（す
ま
た
）
温

泉

「山
の
家
」

集
合
場
所

・
時
間
　
大
井
川
鉄
道

「金

谷
駅
」
前

（東
海
道
線
金
谷
駅
下
車
）

十
二
時
五
十
分
ま
で
に
集
合
。
十
三
時

発
千
頭
行
き
に
団
体
乗
車
し
ま
す
か
ら

遅
れ
な
い
よ
う
に
早
め
に
お
集
ま
り
下

さ
い
。

行
事
　
十

一
月
八
日
　
午
後
三
時
こ
ろ

寸
又
温
泉
着
午
後
五
時

よ

り

「山

の

家
」
に
て
懇
親
会
開
催
。

九
日
朝
八
時
朝
食
後
、
現
地
解
散
。

（昼
食
弁
当
は
用
意
し
ま
す
）

解
散
後
の
行
程
は

（Ａ
）
沢
口
山
登

山

（Ｂ
）
寸
又
川
探
勝

（Ｃ
）
井
川
―

富
士
見
峠
―
静
岡
　
等
が
あ
り
ま
す
。

会
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

解
散
後
の
温
泉
か
ら
の
帰
路
交
通
費

は
自
己
負
担
で
す
。
金
谷
駅
ま
で
の
運

賃
約
二
二
五
〇
円
、
又
は
井
川
経
由
静

岡
駅
ま
で
約
二
七
五
〇
円
。

申
込
　
郵
便
振
替
に
よ
る
会
費
振
込
を

も

っ
て
正
式
の
申
込
と
し
ま
す
。
宿
泊

人
員
の
限
度
が
四
〇
名
の
た
め
満
員
に

な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

振
替
口
座
番
号
な
ら
び
に
連
絡
先

郵
便
振
替
口
座
　
名
古
屋
九
―
五
〇
八

五
六
　
日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
紅
葉
会

（山
本
朋
二
郎
）
宛
。

○
凍
傷
の
予
防

と
対
策

・
講
演
会

日
時
　
十

一
月
二
十
八
日

（金
）

十
九
時
よ
り
山
岳
会
ル
ー
ム

講
師
　
金
田
正
樹
先
生

東
横
病
院

・
整
形
外
科

最
近
登
山
道
具
の
開
発
に
は
、
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
中
で
も
寒
さ
か

ら
身
を
守
る
道
具
の
開
発
は
、
素
晴
し

い
。
し
か
し
立
派
な
装
備
を
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
で
充
分
と
は
い
え
な

い
。
道
具
だ
て
は
立
派
で
も
、
使
用
す

る
側
に
充
分
な
知
識
が
な
い
と
、
か
え

っ
て
致
命
的
な
傷
を
負
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

最
近
国
内
外
の
山
行
を
問
わ
ず
、
凍

傷
を
受
け
不
幸
に
も
手
足
の
指
を
切
断

せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
故
が
多
い
。
今
回

第
二
回
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

エ
コ
ロ
ジ
ー

（
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
）

―

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
の

保
護
と
利
用
開
発
と
の
調
和
―

日
時
　
昭
和
六
十

一
年
十

一
月
十
五
日

（土
）

受
付
　
午
後
○
時
三
〇
分
よ
り

開
会
　
午
後

一
時
三
〇
分
よ
り

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

基
調
報
告
　
川
喜
多
二
郎
氏

（日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
会
長
）

提
案
者
　
　
新
津
晃

一
氏

（国
際
基
督
教
大
学
）

他
、
信
州
大
学
、
千
葉
大
学
等
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
生
態
学
調
査
隊
関
係
者
に
交
渉
中

会
場
　
東
京
都
教
育
会
館
三
階
会
議
室

地
下
鉄
東
西
線

「神
楽
坂
」
下
車
、
神
楽
坂
口

を
出
て
左
側
交
叉
点
を
左
折
、
突
き
当
た
り
赤

城
神
社
の
右
隣

（徒
歩
三
分
）

会
費
　
五
〇
〇
円

（会
場
費
、
資
料
費
）

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
終
了

（午
後
五
時
三
〇
分
）

後
、
同
じ
会
場
で
懇
親
会
を
開
き
ま
す

（会
費
三
千
円
）
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

主
催

（社
）
日
本
山
岳
会

（科
学
研
究
委
員
会
）

″
　

　

（自
然
保
護
委
員
会
）

（社
）
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会

※
出
席
ご
希
望
の
方
は
日
本
山
岳
会
事
務
局
ま
で
、
は
が

き
又
は
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

は
凍
傷
治
療
の
専
門
家
で
も
あ
り
、
ご

自
身
も
エ
ベ
レ
ス
ト
を
始
め
、
数
々
の

海
外
登
山
経
験
の
あ
る
金
田
先
生
に
、

凍
傷
の
予
防
と
対
策
と
い
う
内
容
で
、

具
体
的
な
事
例
を
中
心
に
ご
講
演
を
お

願
い
し
た
。
会
員
の
皆
様
、
是
非

一
度

は
聞
い
て
お
い
て
損
の
な
い
内
容
で
す

の
で
、
ご
参
集
下
さ
い
。

（医
療

・
集
会
委
員
会
）

○
会
員
懇
談
会

日
時
と
場
所
　
十

一
月
十
四
日

（金
）

午
後
七
時
よ
リ
ル
ー
ム
に
て

「東
京
農
大
コ
ン
ロ
ン
七

一
六
七
】川峰

登
山
隊
報
告
会
」

講
師
　
早
坂
会
員
及
び
織
内
名
誉
会
員

な
お
九
月
十
六
日

（火
）
の
会
員
懇

談
会
で
は
開
催
時
間
を
誤
っ
て
お
知
ら

せ
し
、
ご
出
席
の
皆
様
に
た
い
へ
ん
ご

迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ
ま
す
。

海
外
委
員
会

・
総
務
委
員
会

昭
和
六
十

一
年
十
月
二
十
日
発
行

１０２

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
―
四

サ
ン
ビ
ユ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所

灘
畑

日

本

山

岳

会

発

行

者

今

西

寿

雄

編
集
代
表
　
岡
　
沢
　
祐
　
吉

電
話
東
京

（２６１
）
四
四
三
二

振
替

口
座
　
東
京

三
―

四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
六
本
木

三

ノ

一
ノ
三
〇

ＡＢ

ビ

ル

印
刷
所
　

　

株
式
会
社
　

技

　

報

　

堂
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